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キ
ャ
ン
プ
に
患
者
の
列

　
内
戦
の
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
隣
国

に
相
次
い
で
流
出
し
て
い
る
難

民
の
医
療
活
動
に
あ
た
る
た

め
、
岡
山
市
に
本
部
を
置
く
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
、
菅
波
茂
代
表
）
と
岡
山

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
結
成
し
た

　
「
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
グ
ル
ー

プ
」
、
（
原
田
豊
己
代
表
）
か
ら

ザ
イ
ー
ル
ヘ
派
遣
さ
れ
て
い

た
、
岡
山
市
楢
律
、
医
療
法
人

ア
ス
カ
会
の
山
旧
縁
回
護
婦

（
二
九
）
が
七
日
、
一
ヵ
月
の
任
務

を
終
え
帰
岡
し
た
。
山
田
看
護

婦
は
「
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
前
回
看
護
ま
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
ヽ
充
完
し
た
気
持

ち
で
す
」
と
成
果
の
手
ご
た
え

を
語
っ
た
。

　
山
ｍ
看
護
婦
は
ル
ワ
ン
ダ
難

民
が
大
量
に
流
出
し
て
い
る
隣

の
ザ
イ
ー
ル
の
ゴ
マ
旭
区
の

北
、
約
四
十
Ｊ
の
キ
ブ
ン
バ
キ

現
地
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
な
ど
を
説
明
す
る
山
田

さ
ん
＝
岡
山
市
天
神
町
の
岡
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

ヤ
ン
プ
で
医
療
活
動
を
行
っ

た
。
約
二
十
五
万
人
の
難
民
が

寒さと飢え

防げれば･･･

い
る
キ
ャ
ン
プ
で
、
ひ
と
足
先

に
現
地
に
向
か
っ
た
帝
京
大
学

産
婦
人
科
助
手
の
渋
谷
健
司
医

師
（
斤
）
ら
と
と
も
に
、
テ
ン
ト

を
設
営
し
、
一
口
約
四
百
人
の

治
療
に
あ
た
っ
た
。

　
訪
れ
る
患
者
の
八
〇
％
は
赤

痢
で
、
ほ
か
に
肺
炎
や
マ
ラ
リ

ア
の
人
も
い
た
。
キ
ャ
ン
プ
の

前
の
道
路
に
は
毎
日
む
し
る
に

巻
か
れ
た
遺
体
が
並
ん
で
お

り
、
「
命
の
安
さ
」
を
感
じ
た

と
い
う
。
気
候
は
寒
く
、
セ

ー
タ
ー
を
善
る
こ
と
も
あ
っ

た
。

　
　
「
百
人
以
上
の
患
者
が
列
を

作
っ
て
治
療
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
寒
さ
と
飢
え
が
防
げ
れ
ば

な
ん
と
か
な
る
。
毛
布
や
食
糧

が
も
っ
と
あ
れ
ば
、
と
思
い
ま

し
た
」

　
山
田
看
護
婦
は
十
七
日
午
後

七
時
か
ら
、
岡
山
市
天
神
町
の

岡
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
、
同

じ
く
ザ
イ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
次
長
の
誰
曲

兼
司
医
師
（
ご
）
や
原
田
神
父

（
四
〇
）
ら
と
活
動
報
貴
会
を
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
ル
ワ
ン
ダ

難
民
救
援
グ
ル
ー
プ
（
０
８
６

・
２
８
４
一
５
９
７
６
）
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